
間醐官

1
m
m如
間
十
七
号
一
月
一
日
以
前

か
ら
麗
在
ま
で
羽
書
続
い
て
平
塚

市
町
住
民
基
五
台
緩
に
笠
蝉
の
し

て
あ
る
人

2
自
分
で
一
住
む
住
宅
を
建
築
す
る

た
め
宅
地
壱
必
要
と
す
る
人
で
、

宮
完
治
憲
接
、
ま
た
は
土
地
を
所

有
し
て
い
な
い
人

3

溺
在
同
屑
レ
て
い
る
殺
振
が
一

名
以
ト
お
る
人
。
独
身
者
白
場
合

は
混
じ
親
と
間
屈
し
、
扶
聾
し
で

い
る
場
合
に
凝
る

4

土
地
の
市
去
最
℃
ま
で
に
、
土

勉
代
金
在
全
額
納
入
で
き
る
人

5

土
地
礼
引
き
事
U
の
自
が
空
一
年

以
円
に
住
宅
の
建
棋
を
完
成
ゼ
き

る
人

喜
市
県
民
副
知
急
設
和
U
て
い
る
人

以
上
、
分
一
鶴
田
争

B
Cでず白川、

夫
ち
に
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
ひ
ら
つ
か
」
紙
上
に
号
を
追
っ

て
、
ま
た
的
月
に
で
お
A

る

n
葬
蝿
要
領

パ
y
フ
レ
y
ト
M
M

な
ど
で
お
知
ら
せ
じ

ま
す
。さ
て
、
市
に
代
わ
っ
て
住
宅
用
地
や

公
怒
沼
地
の
取
樽
・
開
頚
交
付
な
っ
て

い
る
市
の
外
か
ぐ
組
織
内
開
発
茶
杖
』

も
、
昨
今
町
長
一
状
な
ま
で
の
土
地
白
値

上
が
幻
に
は
、
い
さ
さ
か
そ
の
漁
師
尚
も

封
じ
ら
ぶ
れ
が
ち
で
ず
@
し
が
L
X
A
社
は

そ
ず
つ
い
っ
た
隣
接
芝
の

huCえ
て
、
市

民
の
た
め
白
よ

F
よ
い
住
宅
用
地
と
会

共
用
地
由
開
発
と
提
供
空
行
な
っ
て
い

索草令ず。
公
社
で
は
、

ζ

由
「
掛
川
端
」
分
譲

の
事
丘
、
岡
崎
一
主
爾
住
」
間
同
地
の
第

一
~
務
分
議
予
定
地
の
ニ
十
区
間
胆
も
分
譲

主
行
な
い
ま
す
@
時
期
は
来
年
の
軟
以

降
白
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
e

ご
と
し
S
湾
に
骨
滋
さ
れ
た
問
輔
の
「
翌
朝
包
」
鐙
弔
地
。
は
串
〈
も
マ
イ
ホ
ー
ム

縫
殺
の
輔
奮
が
勘
た
り
に
こ
た
ま
し
て
い
る
。
む
こ
の
骨
髄
は
評
、
制
高
方
向
だ
っ
た

25当時間謀者!?諮問iF諮問fiijit宅
jdjjjiUjijiiibi;臨時:failjj!iiii!!ijji!;
手jijjiklH351;!;;;:持 ;5211jS112jj;122
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山
第
十
一
一
一
回
平
需
襲
ま
つ
り
は
、
最
台
体
育
館
を
ま
に
十
一
月
十
八
日
官
官
官
閥
、
み
つ
け
市
、
帥

川
ア
禁
麗
、
農
水
産
物
お
き
品
許
金
な
P
桑
々
し
〈
関
躍
さ
れ
、
延
べ
五
万
一
千
士
九
百
人
の
市
践
が
動
員
、
閉
幕
川

川
し
た
。
ま
た
、
十
一
同
月
二
十
三
日
に
は
、
時
業
ま
つ
り
最
接
由
行
事
と
な
っ
た
語
繁
表
彰
を
中
心
と
す
る
A
動
制

山
労
綴
謝
あ
っ
ど
い
V
が
市
民
セ
ン
タ
ー
に
開
聞
か
れ
、
俊
民
永
住
勤
続
従
業
員
矧
百
一
平
入
と
、
臨
時
議
、
商
后
金
制

川
な
ど
皇
室
町
議
事
式
典
が
行
な
わ
れ
た
。
語
、
重
度
か
ら
は
新
た
に
市
内
暴
露
工
一
環
喜
寿
な
川

山
わ
れ
た
よ
の
ほ
か
、
青
少
年
事
毒
し
た
青
山
Y
年
健
全
育
成
「
揮
さ
「
ボ
ス
虫
1
」
「
私
の
曇
ご
の
川

山

入

暗

控

室

賓

諾

も

行

な

っ

た

(

関

連

記

事

内

商

事

怒

@

制

ζ
れ
ま
で
は
市
街
地
区
に
限
定
ミ
苦
肉
向
的
事
つ
、
交
暴
と
な
ご
婦
に
出
た
後
の
空
自
主
寵
に
帰
っ
て
来
合
い
白
雪
持
つ
ζ
と
が
大
勾
そ

れ
て
い
た
日
開
守
拍
車
躍
と
そ
の
子
供
右
目
、
行
動
雨
期
で
ほ
無
腕
舗
に
送
り
易
①
経
時
的
な
湿
自
は
な
い
と
い
う
社
た
乎
供
は
、

rア
ん
な
に
か
淋
じ
一
い
思
し

τ、

あ
る
が
ぶ
警
は
、
団
地
の
造
成
〈
な
っ
た
タ
す
る
。
そ
し
て
一
警
会
裂
が
j
e
e
j
一
八
ニ
弱
い
で
信
星
通
す
ζ
と
で
も
主
っ
。
「
お
母
さ
ん
い
い
よ
、
竺
人
で

等
に
よ
担
営
農
地
帯
に
も
増
加
が
患
の
よ
ー
つ
な
状
額
が
身
に
つ
〈
と
な
か
と
な
っ
て
い
る
。
①
の
場
合
は
行
政
そ
ζ
で
一
つ
お
尋
ね
し
た
い
。
ち
大
丈
夫
だ
よ
」
と
、
子
供
な
が
り

立
っ
て
来
た
。
主
主
河
の
調
査
に
な
か
重
さ
れ
を
い
@
空
襲
的
な
痛
舗
が
講
じ
ら
近
、
「
あ
な
た
は
五
一
括
の
向
上
と
我
に
納
揮
主
時
、
お
母
さ
ん
も
安
心

よ
る
と
、
帰
宅
静
子
供
だ
け
自
家
庭
最
近
の
総
面
理
府
品
開
少
年
局
白
謁
笈
よ
り
暖
か
い
援
助
め
卓
か
手
υ
由
ベ
が
チ
由
す
と
こ
や
か
な
成
長
と
、
い
ず
し
て
パ
ー
ト
等
に
出
ら
ぶ
れ
る
の
官
ほ

に
よ
る
と
、
母
親
の
滋
労
溜
由
に
ワ
ら
れ
る
べ
き
で
、
問
題
は
②
と
@
の
れ
を
綴
っ
て
い
ま
す
か
」
と
、
な
い
か
、
要
は
穆
T
相
玄
に
感
謝
と

ど

う

し

た

史

p

i

-

-

@

令

.

い

た

わ

白

の

金

持

っ

て

日

々

争

議

長
1
U甥
共

髄

き

の

空

自

在

家

三

時

る

子

す

ζ一

と

白

警

告

に

、

在

韓
量
詩
句
や

:

S

1

5

-

a

d

H

J

E

Z
』

?

二

句

え

主

婦

が

鰐

臼

襲

支

響

、

震

予
ト
レ
官
増

f
J
;
;ド
;

ミ

喜

路

反

撃

の

喜

久

家

的
興
蕗
献
と
p
九
番
ぷ
離
し
し
先
日
諸
説
刊
誌

t
t
司

噛

世

録

阻

市

せ

ね

ば

な

れ

ぞ

ま

す

ま

い

.

i

い
て
次
の
よ
っ
な
襲
が
出
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
急
激
な
警
憶
を
「
子
供
あ
っ
て
の
罪
盗
事
あ
hu、
そ
り
ょ
う
一
な
留
守
護
主
霊

が
、
平
塚
市
内
で
は
、
小
学
校
一
問
。
母
子
諌
庭
の
よ
っ
に
、
ど
っ
し
て
仔
つ
労
画
力
示
日
緩
和
に
役
立
ち
、
子
供
の
将
来
を
考
え
て
、
収
入
増
に
に
も
つ
現
時
や
知
人
は
印
す
ま
て
も

白
骨
中
学
校
一
凶
ニ
誌
で
、
今
も
母
親
が
葬
じ
な
け
れ
ば
一
家
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
託
金
に
草
さ
れ
よ
る
語
話
会
議
関
し
て
い
る
な
く
、
議
白
人
々
も
主
騒
か
い

後
更
に
増
加
白
領
向
に
あ
る
と
い
の
ヰ
一
一
計
カ
妥
存
か
な
い
と

P
3
て
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
か
、
た
だ
阜
の
で
す
」
と
治
争
え
に
な
る
で

La
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
幹
U

て
や

う

。

切

実

な

家

騒

が

ze二
八
・
包
括
に
収
入
婚
を
易
地
ん
で
の
就
労
で
あ
円
前
、
京
嬬
で
括
る
自
分
が
就
労
す
り
た
い
も
の
で
す
。

と
の
よ
っ
な
震
で
ほ
、
親
ζ
子
事
実
感
は
な
い
か
、
収
入
一
を
ふ
や
る
な
ら
二
警
警
る
自
で
は
な
畠
乙
奈
我
が
家
の
た
め
競
曲
芸
J

襲

小

主

要

磁

の
協
議
選
れ
、
子
控
室
禽
し
蓄
に
ゆ
と
P
宇
四
九
・
い
で
し
ょ
主
主
.
荷
繁
霊
雪
え
石
室
、
穆
?
で
じ
っ
〈
白
老

;ニ
ー一一あ立たのための綴談窓口一一一

税務と緩宮欄談毎月第2土0119埼-12

(求人相談も含む)毎混一一一一12月 eお蕊丹の食料品一一一一

毎i獲・金13跨30分-15跨30分梅重量9階

閤主主活教護軍熱唱TBsr<oしと晶なたJ12月放送/12
月15日〈金〉晶る議費者 !J-:$fーの 18.12月22白〈金〉
〈らしのI自大エzース宜知器時間10時30分-11時日提供
愚民生活センター
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要
す
る
に
、
期
大
す
る
老
人
b
Fず
前
、
五
万
都
市
建
設
の
必
要
性
空
挺
娼
さ

白
生
活
に
対
し
て
沼
知
ど
の
よ
っ
に
れ
て
い
る
。

対
処
し
て
い
く
か
、
そ
の
控
勢
を
真
新
二
十
五
万
都
市
構
離
に
つ
い
て

体
的
に
羽
ら
か
ド
レ
、
霞
県
，
市
著
者
は
「
ハ
ム
詩
的
な
い
ヱ
獲
を
大
都

邸
中
角
栄
著
「
口
U
京
列
島
改
造
だ
ん
だ
ん
と
老
査
が
す
す
ん
で
、
死
れ
が
頭
側
を
ふ
て
く
れ
る
だ
巧
告
か
す
る
も
の
だ
@
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
老
人
同
問
題
市
か
ら
勉
方
に
移
レ
、
地
方
都
市
在

論
」
が
ベ
ス
ト
セ
フ
i
kな
b
、
第
ん
で
い
〈
と
い
う
過
程
が
、

ζ
と
細
と
い
っ
不
安
が
山
ぎ
る
の
で
あ
る
@
老
人
間
揺
は
、
人
口
町
老
齢
犯
に
の
解
決
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
発
展
の
長
手
レ
、
高
い
所

与
問
臨
時
間
舎
に
お
い
て
も
ζ

れ
ぞ
描
写
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。
ぎ
か
の
施
設
に
は
い
を
と
を
よ
っ
て
社
会
に
さ
ま
ま
ま
な
問
題
が
×

X

得
の
機
会
を
つ
〈
る
匂
教
育
、
援
、

イ
と
り
あ
市
ら
れ
て
事
た
五
き
し
は
、
き
い
え
こ
考
え
て
も
、
説
記
の
わ
が
勾
に
は
、
生
じ
て
く
き
と
で
雪
。
主
「
日
本
列
島
敬
語
」
室
長
議
文
化
、
霊
の
施
設
を
と
と
?
、

太
吉
込
山
や
古
守

ζ

れ
と
高
円
九
ぜ
な
ら
べ
れ
は
他
人
事
で
は
な
い
、
時
分
も
い
そ
も
P
ど
ι
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
い
白
勺
て
、
名
翫
人
口
の
摺
大
に
ワ
い
て
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。
わ
た
く
ん
は
豊
か
な
生
活
潔
墳
を
一
用
語
ず
る
」
と

て
お
お
い
仁
日
問
題
を
に
ぎ
わ
レ
た
む
つ
な
会
と
き
こ
ん
な
精
神
障
ち
に
お
に
ひ
ょ
し
い
状
況
で
あ
る
。
考
え
て
何
ら
か
の
対
粛
を
ち
工
て
い
か
な
け
地
方
都
市
の
的
主
と
し
て
、
臼
宜
列
う
た
わ
れ
て
い
る
。

が
、
有
話
語
子
白
小
説
「
襲
の
き
れ
な
い
と
著
者
で
き
ぬ
、
と
み
る
と
、
な
に
か
恐
ろ
し
い
辛
つ
な
饗
霧
護
霊
鱒
綴
錦
媛
綴
綴
線
機
撃
瀦
地
方
都
市
の
震
・
警
は
、
今

人
」
で
雪
。

ζ
の
こ
つ
の
在
、
い
う
不
意
気
持
ち
に
か
ら
れ
な
が
気
が
し
て
〈
一
る
の
は
、
わ
た
く
佐
藤
麟
麟
饗
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
韓
ー
後
の
量
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
都

わ
た
く
し
皇
警
告
ふ
さ
わ
し
皇
室
わ
っ
た
む
だ
つ
だ
と
品
震
で
は
な
か
る
つ
e

繍
麟
麟
麟
鶴
鶴
麟
麟
麟
麟
鱒
醐
醐
献
蜘
市
づ
く
弘
、
地
域
づ
く
り
で
あ
D
、

い
読
み
も
の
主
つ
だ
い
ま
ま
で
、
毒
の
く

Eの
み
塁
突
問
題
は
大
き
な
社
会
合

ψ韓
輔

購

騒

騒

覇

充

悦

た

短

期

間

提

言

問

題

意

ぃ

。

露
国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
尽
き
足
、
経
詰
な
縄
出
家
族
問
題
tじ
て
重
課
題
と
な
え
老
齢
韓
関
鞠
鵠
輯
覇
離
輔
醐
醐
伽
炉
柑
回
世
期
的
か
つ
総
合
的
に
じ
ゃ
う
み
ん

惚」

(ζ
う
さ
と
は
、
「
物
事
関
係
白
書
に
雪
と
お
も
宅
金
自
充
実

gれ
る

よ

定

量

瀦

髄

輔

輯

輯

鞠

輯

輯

輔

麟

灘

小

げ

な

再

来

事

主

ち

つ

文

章

に
幸
一
「
ぽ
主
て
、
鴨
川
J

っと

u
i廷
の
芸
、
そ
れ
戸
げ
で
は
な
い
な
っ
て
き
た
・
認
哲
人
」
は
、

ff繍
鱒

轍

輯

麟

麟

韓

麟

離

脱

M
部
会
離
を
あ
つ
め
て
つ
く
り
ふ
存
え

る
さ
ま
」
と
あ
る
ょ
っ
尺
町
議

ζ
と
を
ζ
白
小
説
話
っ
て
い
る
a

老

人

話

題

笠

宮

字

詰

て

の

鱗

絞

鞘

麟

轟

轟

襲

髄

輔

、

言

量

警

あ

る

と

考

え

る

も

由

で

話

史
」
は
、
い
主
ち

557記
、

ix喜一
正

問

霊

で

は

去

、

ζ
Eた
離

器

購

鶴

舞

鞍

盤

霊

品

。

る

よ

義

人

寄

れ

て

い

る

小

た

家

族

の

も

の

は

、

ど

の

き

品

開

嵐

長

し

亡

者

よ

フ

議

叫

韓

議

晴

錯

。

隣

髄

盤

調

儲

唯

言

、

地

方

都

市

の

育

成

・

襲

税
率
合
点
さ
せ
ら
れ
る
警
で
あ
っ
て
い
〈
か
が
大
き
な
富
と
な
つ
を
と
っ
て
い
く
か
真
剣

rZ襲
撃

砲

鞠

纏

犠

え

け

に

髄

覇

者

釦

の

た

め

に

、

法

制

度

学

づ

く

り

、

対

ニ

て

〈

る

こ

と

が

認

識

さ

れ

る

。

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

認

哲

人

」

j
j
j盤
整

臆

欝

議

麟

撃

な

、

;

・

雲

量

蓄

を

と

る

ζ
と

と

2
3の
小
哲
夫
会
号
し
た
ち
は
、
ζ
京
説
の
や
、
品
と
な
ら
ん
で
「
ね
た

5

協

議

曜

麟

麟

瑠

繍

遇

措

W
T署長
、
葉
、
都
市
蛍
自

は
ポ
ケ
更
で
雪
。
自
分
自
身
士
夫
公
の
よ
足
、
こ
ん
な
症
状
に
室
長
(
な
床
実
実
感
静
川

Jd轟
警

誠

一

議

長

は

い

の

か

ら

っ

と

る

も

の

、

興

会

喜

美

内野日吉野一
M
M刊
誌

刊

誌

駐

日

接

待

れ

れ

議

欝

購

入

札

塊

鱒

控

訴

口

容

「

私

議

醐
曜
講
壊
畿
欝
J
九
%
引
離
醐
醐
老
叫
ん

醐
擬
関
い
討
結
路
綴
機
縁
綴
綴
線
三
機
鱒
鰭
綴

d

る
皆
同
月
の
人
生
昔
、
と
り
仕
事
白
総

~
翻
輯
瀦
畿
綴
怒
欝
縁
瀦
輯
畿
臨
醗
纏
臨
臨
欝
瀦
鶴
翻
仕
ト
汐
に
捧
げ
た
い
。
そ
し
て
、
日

れ
ば
な
ら
な
い
。
島
改
造
問
題
は
無
関
心
甘
ほ
お
ら
れ
本
じ
ゅ
司
つ
の
家
経
に

mTDん
の
笑
い

ま
た
、
老
人
白
生
詰
が
ま
ず
ま
ず
な
い
白
だ
。
声
が
あ
ふ
れ
、
年
第
灼
が
や
す
ら
苦

闘
車
曜
に
な
っ
て
く
る
に
》
E
明
ら
か
現
在
日
本
の
世
田
涌
で
あ
る
審
者
は
白
晶
住
F迭
夕
、
青
年
の
自
に
希
望

で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
老
人
の
生
活
「
ζ
の
皇
宮
改
譲
は
、
人
口
由
党
語
、
社
告
を
つ
く
b
事

た

は
家
庭
生
活
の
な
か
で
議
(
ま
も
)
と
産
業
の
地
万
分
散
に
よ
っ
て
過
密
い
と
忠
吾
」
と
決
窓
伊
必
べ
ら
れ
て

お
ぶ
れ
て
苦
た
が
、
も
は
や
そ
れ
は
悶
と
過
疎
む
同
時
解
消
を
は
か
る
フ
と
い
る
が
、
ζ
の
道
は
退
く
け
わ
し
い

難
と
な
っ
て
き
た
。
#
援
の
生
活
山
附
す
る
も
の
で
あ
b
、
そ
の
処
方
議
(
送
マ
あ
る
。
し
か
し
解
決
し
な
け
れ

私
的
拡
盤
か
ら
社
合
釣
扶
聾
へ
と
転
せ
ん
)
を
雪
竹
に
移
す
た
め
の
行
動
ば
な
ら
な
い
寝
民
的
国
家
的
課
題
モ

挟
せ
ま
る
を
揮
を
な
っ
て
告
た
た
喜
で
争
2
b
h夫
、
過
密
と
過
あ
豆
、
今
日
の
国
民
に
諜
せ
ら
れ
た

め
、
そ
め
解
決
へ
の
対
輯
を
と
ら
な
税
の
問
時
解
消
掃
と
し
て
、
地
方
都
武
脅
P
詰
責
務
で
畠
品
。

け
れ
ば
な
ら
な
〈
な
っ
て
き
た
a

聞
の
育
成
・
整
荷
、
と
言
に
新
二
十
(
昭
和
烈
七
・
一
一
一
-
一
〉

鋼一句

」崎明

童書鮮を号 f専の輯融JC 1人2旬以内〉滋・斎橋忠雄氏

綴短歌....[4i'の雑酷J(1人 2童書以内〉濃・石JJI義広氏

溺)11輯P....r理童 話J(i人 3骨以内〉選・藤沢響官民

や跡事事制8.年 1月15自室長で〈当日消印有効〉平揮市浅間
1llJ9の1 平覇市教育餐員金社会教育線~，
官製はがきに限る

o貰格。 T宮内在住、慈動、:(E'学者ならどなたでも@
発曹は広報ひらつか紙上。

や童瞳状・ 1縮か'"3n暫定安マ草壁状在授与。 10痛さまで紀元監
議費量量豊量。

鱒とき…48fPl月初日目24臼
窃会場"志賀高原スキー草華
麗会重要・・1人 9，500月

〈総泊、議選、交遇、保険

含む〉

磁申込"申込湾紙に記入、会費をそ

えて市体湾豊富か市内スポー

ツ路へ

::t緩布教委念管平塚ス't'-協会



守山

jo

、
る
た
め
、
梢
訪
技
悼
の
向
レ
上
を
は
か
る
と
と
も
に
特
設
対
象
紡
四
従
業

員
、
一
般
市
誌
の
妨
火
思
回
閣
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
を
目
約
に
こ
の
前

棋
と
な
っ
た
も
の
。
訓
融
は
、
は
し
と
車
製
襲
、
た
だ
ち
に
三
宿
か

ら
救
助
袋
が
南
同
h
r
1

東
倒
的
…
一
一
惨
か
ら
お
ろ
さ
れ
、
答
、
従
議
長
田

順
で
、
次
吉
次
ぎ
に
救
出
さ
五
、
康
上
炉
、
b
は
、
救
助
隊
(
レ
ン
ジ
ャ

ー
紋
)
が
ロ
i
プ
一
本
で
、
見
事
な
救
助
釧
親
を
開
始
し
た
匂

ζ
り
ほ

か
、
消
防
鵠
放
は
立
部
火
探
防
ぎ
よ
部
続
や
消
防
柿
部
隊
の
柏
首
選
鱗
と

協
力
作
戦
正
練
、
ど
ん
内
訴
の
人
命
扶
紫
な
ど
、
わ
ず
か
!
?
?
』
分
た
ら

ず
で
敏
世
に
処
翠
ヲ
る
活
動
ぶ
り
に
、
見
拘
人
は
鰐
践
し
た
。

「
町
純
平
事
局
区
別
委
し
」
の
よ
吉
ま
で
と
玉
量
っ
て
い
る
が

J
ま
だ
、
と
れ
は
六
カ
月
閣
の
す
え
康
き
設

に
響
い
た
γ
付
せ
ん
M

を
つ
げ
、
た
似
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
出
し
て
は
、
自
由
に
お
ろ
せ
る
が
、
欝
書
換

ぱ
ね
て
出
じ
て
ほ
し
い
e
通

常

は

が

ほ

し

い

。

え

な

し

モ

十

笠

間

隔

開

け

る

こ

よ

も

で

+
一
一
月
中
長
け
る
霊
童
D

皇
官
邸
祭
状
と
し
て
害
出
す
と
き
守
護
局
で
も
お
告
が
曹
、
h
れ
る
さ
型
炉
型
企
フ
む
半
年
複
利
で

扱
い
は
、
年
一
聞
は
が
き
白
一
引
き
受
け
は
「
苛
ぎ
の
文
筆
者
表
面
の
品
や
定
額
郵
強
貯
金
定
一
議
冊
貯
金
、
十
年
間
で
は
七
・
ご
円
弱
由
利
ま
わ

な
ど
も
あ
っ
て
、
早
常
田
月
の
4
倍
す
い
と
ζ
ろ
に
、
先
記
し
て
〈
だ
さ
積
立
罫
拍
車
貯
金
を
震
と
?
〆
議
金
り
に
な
る
も
の
。

に

は

ね

あ

が

る

白

で

、

全

国

で

の

べ

い

。

部

門

下

U
付
け
制
援
が
来
年
一
月
一
尽
か
マ
簡
易
探
険
の
前
約
制
度
ポ
!
ナ

百
八
寸
万
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
動
員
年
賀
状
の
あ
で
名
が
正
し
〈
一
番
か
ら
実
施
害
れ
る
。
ス
な
ど
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
入
っ
た

し

而

出

現

し

て

い

る

。

お

付
1
い
な
い
た
め
、
毎
年
た
ぐ
さ
ん
宵
じ
付
け
辛
晴
樹
は
、
担
係
K
子
る
と
き
、
前
納
制
度
全
利
用
す
る
と
大

マ

年

賀

状

の

差

し

変

有

利

亡

し

あ

る

0

1
一
雲
監
下
費
支
ま
2
3
4
ど

と

保

護

老

5

2
Rま
で
に

i

p

窓
会
長
込
篭

F
U電
号
お
宮

5
1
3つ
語

す

る

と

一

方

+

二

月

十

五

日

か

月

分

の

二

分

自

一

ら

年

賀

議

官

郵

便

取

り

扱

い

は

い

っ

き

ょ

仰

い

4
信
者
品
京
、

が

は

じ

ま

り

季

一

年

閑

語

す

れ

が
、
草
来
に
λ
る
と
あ
わ
た
だ
し
会
白
年
一
斑
状
一
炉
迷
い
子
に
な
っ
て
い
ま
郵
梗
貯
金
お
貸
し
付
け
蒔
に
お
け
る
ば
一
カ
月
分
が
制
割
り
引
き
き
れ
る
。

な
D
、
年
翼
状
窮
者
も
遅
れ
が
ち

ε
す
。
真
、
心
者
己
的
て
お
醤
き
に
な
っ
現
在
高
の
九

Q
特
の
範
一
週
筒
で
、
預
マ
簡
易
保
院
の
保
険
棋
は
湾
掛
け
が

な
る
の
で
、
早
め
に
局
窓
し
、
諸
島
く
た
時
四
国
状
が
迷
い
子
に
な
ら
な
い
よ
金
者
一
人
に
つ
き
十
万
円
以
内
の
金
た
て
宰
え
な
の
で
、
留
守
が
ち
、
転

と
も
二
十
二
日
ま
で
じ
出
し
て
ほ
し
う
、
あ

τ名
は

番

地

、

捜

番

号

、

愛

額

。

居

な

ど

で

保

険

院

が

月

遅

れ

に

な

っ

い

。

番

号

、

0
0悉
1
0
0様
方
な
ど
白
貸
し
付
け
期
間
は
六
カ
月
。
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

マ
年
賀
状
は
あ
ら
か
じ
め
民
分
し
て
肩
車
日
き
と
、
郵
便
番
持
た
芯
芝
ヘ
マ
自
由
に
お
ろ
ぜ
る
宮
刻
布
告
白
一
一
宇
カ
月
ほ
っ
て
お
く
と
、
無
効
に

出
す
よ
っ
に
一
昨
且
L
た
ぐ
さ
ん
め
思
し
く
、
は
っ
き
り
と
記
入
し
ょ
ん
木
の
ボ
ー
ナ
ス
期
を
通
文
、
む
家
庭
な
っ
て
も
主
令
つ
の
で
、
も
よ
っ
一
度
開

年

間

状

を

車

百

出

す

と

き

技

東

京

都

、

う

.

で

の

貯

惑

計

部

L

役
京
つ

4
2
郵
易
保
険
む
期
間
収
磁
#
設
め
で
く
だ
さ

平
塚
一
局
区
内
、
神
奈
川
県
内
、
他
府
守
小
包
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
i
小
包
間
間
交
は
定
額
郵
梗
貯
金
の
利
用
九
ぜ
い
。

県
な
ど
に
あ
告
か
じ
め
区
分

V
年
L

旬
の
受
け
付
け
は
、
十
一
一
月
十
五
百
呼
び
か
け
て
い
る
。

=色合?な=詰

番号

しfニ

品
川
駒
大
売
り
出
し
で
と
っ
た
が
え
ず
紅
白
町
四
長
崎
医
ヂ
パ
!
ト

マ
、
突
如
一
一
一
階
婦
人
服
均
り
場
校
在
か
ら
出
火
、
ピ
ル
火
災
特
有
の
国
内

燃
白
布
掃
に
よ
り
提
懇
の
様
寺
つ
を
U
出亡、

3
階
の
特
は
議
噂
鈴
の
適

切
な
指
示
日
じ
院
外
へ
の
避
難
に
成
訪
し
た
が
、
ま
だ
上
層
階
に
救
助
を

求
め
る
人
か
げ
が
あ
る
a

以
上
品
化
領
定
、
十
一
月
三
↓
八
円
九
寸
前
九
ζ
れ

1三

事i告



内}宇
νも
あ
と
平
臼
あ
ま
り
一
レ
ど
な
っ

b
匂
毎
朝
白
新
融
制
は
連
日
各
長
庄
の
宣

伝
テ

-5む
折
り
込
み
で
ハ
ハ
浮
く
、
ず

っ
し
め
と
一
頭
T
4
F感
じ
る
。
年
玄
送
白

年
在
一
埠
え
る
に
必
要
な
日
同
品
の
数
々

と
値
段
が
カ
ク
印
刷
さ
れ
、
購
畏
欲

を
い
っ
モ
う
一
々
で
そ
る
。

設
礼
開
時
比
と
は
い
う
も
の
の
、
平
家

お
世
話
に
な
っ
た
ん
L
心
づ
く
[
程
一
贈

る
「
お
歳
暮
』
は
、
日
本
人
の
む
の
中

に
長
〈
住
み
つ
い
た
定
期
的
行
事
と
も

い
え
、
安
つ
@
デ
パ
ー
ト
、
間
町
内
屈
は
配

恒
例
の
議
開
引
所
協
荷
物
を

さ
げ
た
「
八
た
ち
交
雑
踏
し
、
強
せ
ん
を

持
つ
人
で
大
盛
況
。

一
週
間
的
L
は
、
歳
末
、
年
輪
開
制
約

一
持
、
門
松
の
「
若
料
品
巾
」
が
生
花
市
場

で
閣
か
れ
た
。
今
月
は
あ
わ
た
だ
し
い

平
塚
田
輝
栄
風
景
を
取
封
じ
た
)

〈デパート配送部〉畠3235た;2222L言語計思議2

八
銭
光
風
景
・
湖
湾
一
半
写
生

V

く〉と 宮 lJ寺78(日)10時スタート E市教所前〉

く〉議参加購縄出場地区!こ大会3か月前から麿寵する高技生以上

。コース:市役所一神田会民館-1豊田本郷ト「金E!'興田入国

~や5R移争一揖'J 学校全策 5 18:鶴31.1K 醐

。
震鐙 1)ヲ 14臼 p双 :OO~ : 3台 無事専

務平塚市潟センターホール

襲撃出演。泰い潟 そy ブス〈鈴木と

ヌドa霊長手孝子 llJ平和彦ほか
く〉と 曹:1.'l14尽 f臼)10時スタート仁市役所前〉

<)コース，上吉日と同t>

::E轡 e業種撃.，者数望書 後援@鋳溺新塁塁主主

ミツ〉

ラブしこライオンス
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五品開開醐

事
一
震
な
い
鐙

5
5
3る
露
五
内
の
ま
警
護
五
一
筆
零
列
車
に
事
制
畿
が
か
か
担
一
入
主
い
る
蓄
の
証
書
蕃
憲
兵
日
割
安
れ
た
と
の
蓄
は
霊
ず
マ
眠
歯
車

Z
B
S
品

悪

夢

立

会

主

主

駐
盟
諸
説
話
一
日
付
訪
問
釘
許
認
許
話
時
都
内
一
組
昔
話
筆
者
機
皇
章
一
舘

1・
輪
開
九
日
明
諮
問
持
空
襲
時
シ
子
氏
〈
3
〉
「
華
町
一
コ
の
霊
前
」
土
埋
ま
喜
出

量
な
ど
で
一
連
絡
を
き
の
よ

E警
官
会
話
宗
主
つ
り
そ
柱
皇
居
間
定
し
で
あ
一
マ
受

E
E喜
一
塁
一
号
格
段
必
携
霊
マ
ア
手
宣
ー
か
ら
一
般
な
マ
ス
一
ア
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
ロ
月
幻
自
吋
ス
テ
レ
オ
コ

Y
1
1
3

わ
モ
自
分
撃
去
を
と
喜
一
呪
芸
員
構
内
は
予
備
奪
三
る
も
む
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
つ
え
あ
一
日
吉
一
旦
一
三
塁
。
市
街
祉
一

3
L
2露
損
害
出
金
一
し
ま
す
の
て
各
種

2
1
2
:
1
3「第
9
交

5
3時

i

f
指示一

2
1
i判
官
ぷ
っ
く
乙
と
に
な
っ
三
ゎ
員
閤
む
よ
子
主
て
乗
務
員
一
塁
保
護
課
へ
。
喜
一
手
一
轄
鞭
山
合
、
学
校
、
苦
も
の
な
E
号、

5
霊

」

マ

警

官

何
よ
り
も
落
ち
つ
い
て
状
況
朝
新
を
一

F
にで

3
F第
一
一
警
一
品
τ
3
1
て
長
官
。
一
の
指
一
容
さ
ζ

各
荷
物
揃
富
一
一

rg内
務
一
四
二
)
一
嘉

J
!
?ふ
り

詰

問

し

て

く

だ

さ

;

害

…

一通宮市すること

3
3
2門
霊
平
私
輯
に
の
ぞ
い
た
と
き
〕
一
落
下
空
基
す
る
由
車
外
に
玉
県
国
民
年
金
大
会
一

J

d

L

Z

長

雲

1
R
7
目

立

主

年

始

自

宅

駐
日
目
討
議
一
詩
持
軍
時
計
四
良
一
持
直
抑
制
官
民
間
三
日
諮
問
問
一
語
町
長
ピ
ヨ
-
4
3
3…
!
?
ん
刊
誌
諸
島
習
時
間
訪
日
告
書

腐
れ
る
と
い
語
表
。
一

4
2
2
3
8雪で
一
た

2
2震
な
の
で
乗
務
員
一
審
議
事
っ
た
乙
章
一
ふ
れ
な
い

4長
5
2繰
一
襲
、
遺
言
語
室
長
襲
警
雲
市
制
措
マ
ス
一
ア
レ
オ
コ
ギ
ト

z
a
5
3時

一件に務はず玄
3
J乎
-
、
火
量
消
火
す
る
@
議
官
訳
語
訪
問
震
、
一

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
j
j
i
i
i
i
i
j
i
l
l
-
j
j

一
空
会
十
一
月
十
良
市
民
セ
ジ
主

i

語
、
、
令
一
害
事
費
や
す
い
多
ス
二
一
足
拐
事
警
な
ど
の
指
示
に
従
う
。
一
私
議
拶
弘
欝
轟
野
轟
ダ
一
1
玄関催苦れた。

噌
4
6
一審ラ一スの

5
2せ
な

い

一

言

撃

を

濯

で

て

い

た

主

主

購

韓

鰐

麗

欝

轍

輯

轄

一

同

大

会

席

上

-

皇

室

へ

皐

器
官
常
勤
点
一
塁
警
官
白
落
下
物
意
義
一
あ
わ
て
て
毒
車
す
る
こ
と
を
、
道
一
通
電

i

l

i

h

一
定
時
君
、
民
間
地
区
組
織
の
な

一
ー
議
九
〓
日
韓
関
諮
問
日
付
一
時
靖
国
約
長
引
一
時
藤
未
舗
第
3
子

に

一

位

詰

諸

諸

瞬時

5
3載
し
て
い
る
「
量
一
要
は
い
た
と
乏
①
カ
ク
ス
量
一
報
、
護
軍
な
ど
高
〈
①
警
官
一

i

;

一
郎
民
)
主
議
後
一
庁
霊
感
謝
状
を

o
i
z
z
i
i
;ィ;
ガ
一
書
官
行
な
っ
て
い

E
d一
一

月

か

ら

受

け

付

け

間

関

鎗

一

蓄

え

ー

誕
轟
古
田
安
全
宏
華
民
主
主
張
」
の
落
下
物
に
善
、
コ
ー
ト
、
一
選
出
に
従
，
一
2
@
護
を
す
る
喜
一
は
一
一
主
、
飽
人
と
し
丈
六

2

4
b
u
重
苦
ん
と
と
も
に
孝
弘
ネ
ヵ
夕
、
暴
袋
な
ど
を
議
に
の
せ
孟
一
課
職
員
、
韓
関
、
重
苦
票
一
昭
和
四
十
八
年
自
立
主
棄
織
に
渓
ら
れ
て
い
た
も
の
@
今
回
、

z-
と
の
手
当
者
受
け
る
人
は
、
来
年
二
露
奪
回
探
検
掛
量
り
集
め
た
り

た
い
。
一
①
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
電
電
車
一
に
答
、
け
っ
し
て
暴
露

5d一
従
来
皇
室
)
の
鰐
3
子
員
百
三
が
広
げ
ら
説
、
事
審
揮
3

一
月
か
童
話
U
Y
4
事
る
の
で
、
し
て
い
重
治
会
議
人
会
な
ど
の
代

田
最
近
毒
物
は
襲
警
一
考
慮
し
て
一
事
っ
て
い
る
襲

2
2一
必
ず
揖
い
遅
疑
す
る
@
ガ
ス
管
な
ど
一
撃
需
支
警
告
。
一
子
に
も
量
蓄
が
支
警
告
を
一
次
的
甲
害
援
な
も

2
4一費の在、県知事鴎謝吹か贈られ

懇
で
長
れ
て
い
る
回
交
礎
実
量
一
@
都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ジ
ガ
ス
が
も
れ
が
車
、
ガ
ス
が
も
れ
て
い
る
ζ

と
も
一
と
れ
は
、
十
八
歳
未
満
の
氾
撃
を
一
一
ニ
に
決
ま
っ
た
も
の
。
一
続
喜
@
一
ち

も
噛
組
目
撃
で
も
地
擦
の
一
著
書
苦
一
て
い
る
と
ζ

ろ
か
ら
は
、
す
み
や
か
に
一
雪
白
星
空

5
5主
的
一
合
上
書
じ
て
お
え
そ
の
う
ち
の
一
た

Z
E暴
d

ず
る
全
一
な
々
混
在
、
受
給
中
の
人
吉
田
一
望
書
髭
宿
高
草
壁
/

竺
で
彦
告
書
れ
奇
心
震
な
遠
ざ
か
る
ζ

毒
事
路
地
高
れ
そ
一
撃
す
る
と
毒

E揮
を
母
子
一
一
人
が
舗
装
喜
了
前
白
書
対
一
回
土
谷
中
の
雑
収
長
技
量
章
一
室
寝
室
在
宅
支
建
設
一
マ
問
中
部
一
一
郎
民
/
マ
軍
用
語
雄
民
/

芝
い
事
担
れ
て
い
る
・

2、
義
一
品
覇
の
警
は
静
る
⑤
が
け
の
一
に
轟
ず
る
。
一
し
、
月
額
一
言
者
支
給
す
る
制
援
で
人
の
湾
台
で
一
一
百
一
一
圭
一
方
尚
早
で
一
翼
ふ
き
人
選
申
請
の
暴
露

5
5
2
5

tが
倒
れ
る
き
も
一
瞬
の
う
ち
に
倒
一
語
、
川
の
ふ
ち
は
警
な
い
霊
〈
一
事
警
の
っ
て
い
た
喜
量
一
あ
兵
器
は
宣
告
書
7
2
c会
条
件
と
な
っ
て
い
る
@
一
手
必
要
と
な
る
・
一
重
要
JO議
室
/
マ
室
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在活京公E諸富
? 25臼須賀公E設宮
~ 28日横内館地議会場
? 29臼中原公E謹富
? 3Q臼 神田公民望富※金田公民銭。31臼花:京公民館
5月 1臼 平塚市民課税
調判定日

5月25日旭公民館後中央農協土
!Fe支所

? 28日 後童相公民館担軽岡高会
民館器城島公民館

?2l)日 金自公民館平塚保古車所

講堂

? 30臼戸綴公民館
? 31日大野公民館松原公民館
6月1回 須賀公表望官
? 4日 横内E軍撤集会場
? 58 中原公民館
? 6日 神自公民館掛金問公史茸宮
? 78 花水公民舘
'" 8日 平塚市罫訪朝詫

草月、~ 1月

掴対富良'初回~接種当日に満3歳を
経過して鵜4歳までの幼児 ζ1週
興の関痛で2白うける〉
追加~昨年初回接種を完了した幼

狩(1e]) 

臨時間・1茸時30分-15時。ただし※
日目白令場は14時-15時まで.
盟(1霞め〉
6月11日金自公民館桜中央農協

土沢支所

? 12日 時豊田公民館器金沼会
民館帯域島S民館

? 13日 中原公民館器問時公民館
? 14日 大野公民箆神田公民活官
? 15日 j巴公民館平塚保健所講

堂

? 16日須賀公民館松原公民館
" 25日八幡公民館横内部地築

会場

1--26日花京公民館
? 27日 平塚市民病院
(2回目〉
5月18日 企呂公民館務中央署豊協

土沢支所

? 19日掛登回公民館涼合問公
民館器技島公民館

? 20日 中原公民館捺田崎公民館
? 21丹大野公民館神田公民館
? 22日 旭公民館平家信紅建所講

主Z
? 23日須賀公民館松原公民館
7R2日八幡公民館者約盟主鴎3

長湯

'" 3百 花水公民主宮
? 4日平塚市aII弓II>1i

鱗麟鱒盟事塑璽整警警整璽警竪警塑竪塑塑空空警

公平塚1207番多III 田中資金属ヱ業
樹勤務の飯村敏夫さんぐ25)と萎月
子さん (24)の長男、 7か月・身長
70亨・持重量1Q.5キロの丸々ふとった和
広ちゃん。写真取材のときも重たい

和 J1;_ちゃんにママはがてつく]?，テレ

leが好きで、再放送の「プ虫 yク!h

1Jだと:大喜びだ。
'V叫立東京都、ママは埼玉県出身

です。お誕生日は47年 5月 1日。

ちゃん

官吉田ぜき・ジフテリ7 ・E萱揮鹿
調対謀・ 1期~接種j当日に続3j;，!i
を経過して結2捷までの乳幼沼。

2期-1期が完了した人で、議滋
当日iこ1期の最摂自のJ甚種臼7う3ら
1年の期間をすぎ2年までの関
て1回〉庄令は関係あbません。
3期-sp来J48年 4;--]入学予定の幼
児 (3月までに受けてくださいコ
盟時題・ 13時30分-15時務wの会
場は14時----15時まで白
関巡鶴田濯ぐ 1回め〉
2月初日旭公民館弘.dl虫農協土

主汐?

? 21日 掛盛田公民前 *i.'ミ公

①母子寺噛 C転入樹立前住所で使っ
ていた母子手帳〉

@鶴重量聖書〈ζの察は必ず家で記入、

蔀温も忘れずに司馬定ずる〉

φ予防主宰覆在受けられない人
①予紡接種を受けて2週間たってい
ない人。②はしか、 BCG、種痘、小

児マヒ生ヲクは、それぞれ1か月の
関隠をおかないと受げられません。

@モの他、有熱号者、けいれん位体

質、心麟血管系、腎臓または肝臓に疾

患があ担、医師にとめられている人

対象年齢が変更に/

。望書尽ぜさき・ジフテ日7・
合予紡援軍軍第1期~生替

3から満2歳まで。揮2Wl-1期1;1完
了した人で、 1耳売の3包めから1詑
の期腐をすぎ2年たっ℃いない幼
聾ぬ

O/J)児マiヒ主主ワクチン投与 生後備

3iJ'月から満3歳まで。
;0....‘ 
1月間 2JJ

援対象・接種諮問にお3か月ιL上の
乳幼児 (48<同月入学予定児は入

学後、学校で~2:;;る〉
綴時間・ 131蒔3057-15時ただし器
郊の金携は14時-15時まで。
書留接穣臼

lJl自白 金BRJ立正;ペマ土屋公民館
~ 98 掛輩出小年校捺同崎公

民館

? 16目 指城島公}入品j 接金田公
民主自

~ 17日旭小学校そ:・公民館
~ 20日横内Ell匙集会j宅
? 23日 富土:.f:点王民館
? 24日 :{Ëガく01I~fr目

? 27日 !日辺1，之自主主E見F官
~ 308 大聖子公民館
? 31白須賀公民館主源公民館
2月 3日 I~揺公ã:i!d
~ 6日 平塚市民ピ〉ニヌ}
T 7日神尼公民健1
タ 13日中尿づ咋佼
? 14日 ヰ斗主主l村長工ミ
覇司自j定日

1月10日金g0Rft8沼土[12公民恕
T11日 掛盟国ノト斗下王 立路公

民賓E
? 18日 捺主主I'li:Z、館 ※金E日公

民館

ti' 19日間小学校捺古公民館
922日棋内団地集会J号
? 25日 富士見公民館
グ 26日 1'Eオて主ミiモタバ
... 29日 18R:S;之主;Z;Ki官
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へ
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品。

9
7関
M
V中
田
指
定
席
券
砕
発

売
中
@

マ
由
一
書
・
平
出
略
的
μ
時
治
労

マ
帰
り
・
右
打
話
時
加
分

A
V

往
復
割
引
き
っ
ぷ
・
平
塚
記
ら
水

上
‘
湯
衿
抽
出
、
士
合
一
千
八
円
四
十

円、
4
1
樽
、
滋
懐
中
虫
、
山
口
原
ス
キ

!
場
前
、
越
鎗
担
保
一
千
八
十
円
、

右
打
、
大
沢
、
塩
沢
、
六
日
町
二
千

二
百
四
十
円
。
盟
問
遜
稔
行
部
金
二
宮

町
内
ニ
一
一
百
円
〈
二
百
一
J
以
上
〕

跨
席
指
定
斡
金
一
一
宮
内
@

醐
援
鯉
殺
事
者
の
み
な
J
Z
C

ん
内

家
平
塚
保
健
所
で

H
1
1
2
1
3
2
2
・

優

!

露
従
事
者
の
み
…
河
川
洋
子
山
口
で
一
、
ェ
ン

な
さ
ん
に
怠
け
出
を
呼
び
か
け
て
い

wyyな
し
の
そ
l
占
l
ポ
ー
ト
の
拾

る
①
庭
部
・
歯
経
庭
部
、
申
強
制
邸
の
樽
届
け
出
が
あ
っ
た
g

心
あ
た
り
の
方

お
許
そ
持
っ
て
い
る
人
は
一
月
十
況
は
市
役
所
市
民
耳
岡
市
民
日
開
へ
。

日
ま
言
、
L
保
密
訴
へ
届
け
出
在
。
輔
ガ
ー
ル
ス
力
ウ
ト
組
員
醇
擢

∞ι持
制
一
勘
弁
ナ
ヲ
、
指
科
持
一
工
土
、
時

縫
山
間
、
助
誇
紙
、
者
調
師
、
拾
得
准

婦
の
ガ
で
就
業
し
て
い
る
人
も
、
一

月
十
苦
ま
で
に
葉
一
地
の
量
所

へ
届
け
出
を
ι:。

輔
義
務
の
揖
樽

る
乙
と
.

マ
対
象
日
日
域
・
東
海
道
議
以
必
の
少

玄
L
限
る
。

申
込
用
紙
に
記
入
、
一
月
来
ま
で
a

ノレ

金
額
身
隠
者
ス
ポ

i
ツ
大
会
で

「
幼
児
に
媛
を
}
を
モ

ッ
ト
ー
由
}
つ
と
さ
れ
る

市
長
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
満
討

議
に
な
喜
私
の
子
供
は
口
議
裂
む
た

め
二
回
ほ
P
革
命
も
試
み
た
の
で
す

が
、
こ
と
ほ
に
事
レ
わ
障
密
を
き
た

し
四
六
時
由
ふ
ほ
に
い
る
母
親
の
私

で
苦
え
、
シ
冨
芦
星
術
笠
宮
曲
っ
て
い

る
が
申
が
P
な
い
こ
ル
民
間
あ
D
ま
ず

苧
捕
そ
し
て
〈
山
だ
肯
い
っ
た
先
伎
の

紹
介
交
崇
警
小
学
校
由
「
ζ
と
ほ
の

教
窓
」
へ
通
5
4
2
Lな
り
事
レ
た

が
こ
の
「
ζ
と
ば
の
救
世
宅
L

は
小
学

答
。
言
語
障
欝
沼
が
指
導
を
受
け
る

と
ζ
る
で
、
幼
児
の
指
導
は
し
な
い

と
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
ζ
と
で
す

言
語
障
害
は
挙
期
選
見
、
思
潮
治

療
が
鍛
冶
選
罰
言
い
争
フ
と
と
は
、

手
の
方
面
の
専
門
医
、
一
世
田
昌
而
鴇
四
習
を
「
乙
シ
ほ
の
教
尋
」
を
南
町
中
盤
由
一
っ
と
と
る
で
す
。

容
れ
て
い
る
専
門
援
の
方
々
の
共
通

Eで
設

慣

年

む

た

荷

役

1

乙
白
書
棺
談
ジ
ス
テ
ム

の

意

見

で

す

。

と

の

教

奪

、

は

、

思

議

あ

童

市

を

も

ま

ず

ま

ず

古

川

奨

さ

せ

可

近

い

将

来

ふ

つ

う

、

一

一

一

、

慰

安

で

に

ほ

と

怒

声

し

た

D、
滋
替
の
性
質
均
金
度
警
官
の
教
員
を
配
管
レ
、

ζ
の
治
按

P

ん
ど
務
K
が
で
き
お
よ
2
に
な
兵
ま
た
、
幼
児
で
も
襲
撃
小
学
棋
の
を
警
官
ぷ
~
り
し
て
、
健
全
な
る
学
と
翠
婦
に
あ
た
る
喜
之
鋭
意
検
討

と
の
震
の
ζ
告
の
警
が
治
D

「
乙
と
ほ
の
一
撃
」
に
遥
載
で
き
る
霊
活
の
能
力
を
培
E26丞
職
員
中
で
す
.
ぶ
し
二
白
遠
の
専
門

も
号
、
そ
の
結
奥
の
警
警
は
措
債
を
沼
路
一
言
の
で
す
。
が
努
力
し
て
い
ま
え
し
か
レ
、
な
家
は
金
調
印
官
少
な
え
し
官
房

そ
の
ま
ま
ぞ
の
宇
供
の
量
L
影
響
市
内
・
妄
簸
か
な
か
事
官
と
も
な
い
、
そ
皐
蓄
な
害
一
塁
も
十
分
加
味
さ
れ
て

を
友
ぼ
ず
一
ζ
と
に
な
り
、
幼
児
績
の

1
i
J
i
-
-

市
内
小
学
校
白
児
揖
は
遊
々
と
し
て
い
る
現
状
む
レ
ど
〈
る
と
ζ
ろ
か
戸
田
、
苦
慮
じ
て
い
ま

こ
と
ば
白
敬
一
胃
が
い
か
に
大
切
か
在
日
1
J
o
e
-
…
蜜
白
中
に
、
乙
と
ほ
ろ
も
民
フ
ザ
り
れ
ま
す
。
就
学
問
ι
す
e

品
唱
え
合
わ
せ
、
「
乙
と
ほ
お
治
按
散
白
不
自
由
な
児
撃
や
耳
の
き
乙
え
な
障
欝
を
除
去
し
た
い
と
い
う
要
望
が

ζ
れ
ら
の
一
現
状
か
ら
、
「
C
と
ば

径
の
必
委
箆
苦
痛
感
す
る
も
む
で
い
畑
出
資
亦
お
又
措
一
習
に
民
懇
室
。
あ
る
幼
児
に
対
し
て
は
、
教
職
員
に
の
教
築
」
の
揖
み
は
、

ζ
れ
か
ら
で

す
。
ぜ
ひ
、
幼
児
の
た
め
の
「
乙
と
た
い
て
い
る
現
状
か
ら
、
適
切
な
治
時
間
約
金
料
開
の
あ
る
場
合
n
教
育
相
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
舟
授
の
と
協
力

ば
の
治
療
撃
さ
を
つ
く
っ
て
く
だ
瞭
と
指
導
を
す
る
た
め
、
昭
和
磁
十
談
H

と
い
う
か
た
ち
で
、
症
状
に
応
ご
支
援
を
願
う
も
の
で
す
。

さ
い
J

一
一
号
凶
月
に
市
立
襲
警
小
学
校
内
に
じ
た
治
鋭
、
指
導
を
は
じ
め
て
い
る
{
教
官
接
員
金
指
揮
察
〕

幼児のための

人口総数 175.859人
世帯" 47，597世帯
市域菌積 67，88km1 

前月比世帯増 169世帯
。人口増 465人
市街地73.276人 (20，801世帯J
大野 42.086人(10，"21 9 ) 
重量 沼 3.947人( 985 ~ ) 
神図 15，901人 (4.077{/)
揖島 3.931人( 958&-) 
間輔 3，364人( 823d-) 
会問 4.927人(1.336")
組 14.363人(3，851 '" ) 
土沢 4.698人(1.024 " ) 
金 e 9.366人(3，121 "シ〉

(47.11. 1現在〉

たるべき人として、左大臣藤原

違憲白子ご詞を京都から周村む

迎え、開在するζ と五臼自のち

鋪意J府をおこなわせ、その後

もLノばしば京都ー鎌倉のf闇¢中
継白地としたので、現在でも鎌

書道の古祢がむとっている。

古老たちの話によると、間対

の北野天神、東福寺、活福寺な

どは京都に模して道営し、相撲

知

的

に

渡

れ
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予
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盤
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轄
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覇
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す
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あ
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緩

識

に

挙

担

な

い

よ

己

主

む

よ
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謹
壌
調
麓
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襲
研
惜
問
所
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え
た
と
え
ば
執
が
は
け
る
は
ず

ど
の
警
喜
突
の
子
ど
系
で
あ
る
自
に
、
つ
い
面
倒
だ
が
ら

遅
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
を
認
め
殺
が
は
か
せ
て
し
宇
之
そ
の
た

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
か
し
い
。
め
い
つ
ま
で
右
自
分
交
渉
と
と

何
と
な
く
他
む
ナ
ど
も
よ

P
も
通
が
で
き
な
い
と
い
う
C
シ
が
あ
白

れ
て
い
る
な
と
は
思
い
な
が
る
、
ま
す
。
子
ど
も
が
当
然
な
す
べ
き

令
L
軒
通
に
な
る
だ
壱

E
局
分

ζ
ρ
ほ
Ezmど
ん
一
人
で
や
ら
せ

に
言
い
き
か
せ
る
。
そ
の
芝
田
1

る
よ
己
主
主
ょ
う
.

か
わ
い
そ
ヲ
だ
と
い
主
義
が
融
制
教
主
主
吾
に
は
両
容
的
に

〈
白
で
つ
い
つ
い
い
つ
ま
で
も
蔀
ア
イ
ロ
ン
が
熱
い
と
い
う
と
主
主

チ
ャ
ン
扱
い
を
し
て
し
ま
5
0

教
え
る
レ
rぎ
に
は
、
予
け
ど
を
し

そ
の
よ
フ
な
子
ど
も
の
勤
F
f
i
l
l
な
い
程
度
の
ア
イ
ロ
ン

幼
児
期
に
お
け
る
し
つ
叫
ん
制
怒
同
鰯
問
冷
か
ら
だ
に
近
づ
け

け
に
つ
い
て
醤
い
て
み
告
訴
輯
開
て
、
熱
い
ζ
喜
朗
ら

手
レ
ょ
う
吻
謬
抽
『
恥
幻
明
智
噛
せ
ま
F
。
謡
音
燭
か
せ

叫
能
力
よ

P
や
や
高
い
繍
畿
ぽ
諮
閉
以
駅
体
る
と
き
も
、
で
き
る
だ

刺
激
殺
与
え
る
。
襲
撃
議
震
建
異
物
を
み
せ
た
の
、

で

と

も

の

日

常

行

動

世

絵

者

描

い

た

pじて、

よ
く
観
酷
し
、
本
令
7
、
そ
の
子
主
具
体
的
に
戸
市
し
ま
す
。

も
の
苑
達
記
制
度
宏
一
知
る
ζ
と
が
大
同
叱
る
と
き
、
ほ
め
る
と
き
白
注

事
で
す
。
モ
し
で
、
子
よ
も
の
龍
意
。
叱
る
戸
垂
に
は
、
そ
の
揖
で

力
よ

P
や
や
高
い
刺
激
を
与
え
ま
叱
り
わ
か
ら
せ
る
よ
う
仁
レ
ま

す
。
パ
イ
パ
イ
り
で
き
畠
7
7
ど
E
す
。
時
閣
が
た
つ
て
か
ら
叱
っ
て

に
は
、
か
ら
Fの
部
労
の
名
称
栓
は
き
さ
肌
引
か
あ
や
ま
せ
ん
。

ど
ん
ど
ん
散
在
。
と
か
、
大
や
猶
ほ
め
る
と
き
に
は
、
た
だ
「
い

な
ど
を
ム
せ
て
、
ワ
ン
ヲ
y
、
ニ
い
子
だ
」
と
抽
象
的
に
ロ
富
吉
田
で

ャ
1
ニ
ャ
!
と
品
目
っ
て
き
か
ぜ
る
は
な
く
、
顕
を
な
で
て
や
っ
た
D
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う
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し
て
や
め
一
ま
す

開
探
殺
し
ず
吉
な
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こ
と
叱
石
と
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は
、
感
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射
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ら

ζ
自
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と
は
手
ど
も
の
丞
謹
を
促
な
い
よ
っ
従
事
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亡
ょ
え

平間蓑ヱ韓 (1邸時、.15時〉
宮前電工(10時~15時〉

I守王投所 (1臨時~1出時3
宮7胃雲監工 (10時~15時〉

不ニ家平揮工場 (1車時~l由時コ

韓首並飽包程
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場

事14

や<>ご協力晶りがとうございました<><>

(10月実施)~土沢地区部君事会・中史理協購入部土

沢支部32本、金街地区部落会57本、平揮ライオンズ
クラブ令官105京、平揮技術高校4本、三興製作所36
車、日揮ユニバーサル57本、田中華賛金関70本、日本
噂務公社製造試鞍場50本、大IIエ襲65本

ふるEさとをしのぶ
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